
様式２ 　令和元年度　清瀬市立清瀬第三小学校　   学校評価表
　学校教育目標 　育成を目指す資質・能力及び特色ある教育活動

　目指す学校像（ビジョン）
【目指す学校像】
【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

取組指標 成果指標

・「誰にでも分かる授業づくり」の視点で三小スタンダードをもとに指導や教室環境の整備を充実させることができた。協働問題解決能力の向上をめざし、校内研究で算数の研究に取組み、一定の成果をあげることができた。サマースクールの開催など学校支援本部の支援による教育活動もさらに充実した。課題としては、校内研究での昨年の成果を基に、算数だけで
なく他教科においても、これからの未来社会を生きる力、すなわち協働問題解決能力を育てていくことが挙げられる。そのためには学校支援本部をはじめとする保護者・地域や専門家の方々と連携し、教育活動全体を通して基礎的なスキル、思考力・判断力・表現力、人間関係形成力、社会的実践力などの力を意図的・計画的に育むことが必要である。

【育成を目指す資質・能力】
「協働問題解決能力」
 ○基礎的な力（言語、数量、情報スキル）
 ○他者と共に考える力（協働問題解決力、メタ認知）
 ○他者と共生できる力（人間関係形成力）
 ○社会の中で実践する力（社会参画力、自律的活動力）

【特色ある教育活動】
重点１　「協働問題解決能力」を中心に学力の向上を図る
重点２　他者と共生できる豊かな人間性を育む
重点３　「協働問題解決能力」を育む学校支援本部の活動
を保障し、地域に開かれた学校づくりを推進する。

地域の風が行き交う学校　◎「共に学んでよかった、明日も学びたい」といえる学校

「他者と協働して主体的に問題を解決しようとする子ども」

◎進んで学び合い、責任をもって教育活動を遂行する教師　・児童一人一人と信頼
関係を築き、個々のよさを引き出す教師　・保護者や地域と連携する教師

　前年度までの学校経営上の成果と課題

コメント
学校関係者評価

○よく考え　やりぬく子ども（重点目標）　　○やさしく　思いやりのある子ども　　　○明るく　元気な子ども

2
低学年では、俳句教室を実施し、俳句コンクールへの参加を保護者会で周知したが、全児童が応募したわけではなかった。来
年度以降への意欲付けのために、他学年の作品を学級で紹介する。中学年では夏休みの宿題でコンクールに応募する児童が
多かった。高学年では、定期的に俳句作りを行うことで、児童が季語を意識しながら俳句作りに取り組めるようになった。また、
レベルの高い作品も増えてきている。俳句コンクールには児童全員が出品した。季節や行事毎の作品作りを今後も継続してい
く。

課題と次年度以降の対策
評価

自己評価
評価

4 3
ふれあい集会等の縦割り班活動を通して、それぞれの学年の役割を果たすことができ
た。低学年は上級生への憧れをもって、それを他の異学年交流の活動に生かすことが
できた。

4 4
本の時間に読み聞かせをしてもらったり、毎週図書の時間を実施したりすることで達成できた。毎
週の図書の時間だけでなく、休み時間も利用して図書の本を借りる等、意欲的に読書をする児童も
多い。今後も読書の時間を適宜設けていきたい。さらに、児童が読む本に偏りがあるので、様々な
ジャンルの本を紹介し、幅広い読書ができるように指導していく。

4 3
・各学年の地域の方との交流の学習を楽しみ、地域を身近に感じることができた。
・保護者の方の読み聞かせを楽しみにしている児童が多いため、今後もお願いしていき
たい。

4

3
低学年では、道徳の年間計画に位置付けて計画的に指導をしている。中学年では、登校に遅れてしまう児童がいるので声を続
けている。また、学年で児童の様子を共有していても対策が遅れることがあったので、必要に応じて学年外の先生とも連携して
早めに取り組んでいく。高学年では、少しずつ友達に対して気配りができるようになってきた。しかし。相手を傷つける言葉を何
も考えずに言ってしまう児童もいるのでその都度指導を行っていく。アンケートだけでは見えないこともあるのでアンテナを張っ
て児童を見ていく。

3

4 3
保護者会や学年だよりで周知をしたり、休み明けの生活リズム点検カードにより組んだりしたこと
で、いつもより生活リズムを整えようと努力する家庭や児童の姿も見られた。その週間だけでも意
識して取り組めている様子がある。しかし達成が難しい家庭の様子もあるので、引き続き繰り返し
保護者及び児童への啓発を行っていく。

3

2

3
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3 3
低学年では、技能面の課題により、ペア学習の際に自分の考えを表現できない児童がいた。中・高学年でも、
自分の考えをもったり、それを表現したりすることが苦手な児童がいたほか、表現すること自体はできても、相
手に分かりやすくは伝えられない児童がいたので、そのような児童への指導や配慮が必要である。また、進ん
で発言する児童が固定化する傾向にあるので、適宜教員が指名して発言を促すようにするなどの工夫をして
いく。

3 3
ペア学習やグループ学習により、学び合いを促せており、特に高学年において、自他の意見を比較しながら発
表し合える児童が増えてきた。また、課題提示等の工夫が、児童の意欲にも繋がってきた。ただ、低学年で
は、課題に積極的に取り組める児童と、課題把握に個別支援を要する児童とに二極化している様子が見られ
る。高学年でも、理解の深さに差が見られるので、よい記述や発言はみんなで取り上げ、全体の学びを深めら
れるようにしていく。

学習展開の中で「表現すること」「相手にわかりやすく伝えること」が苦
手な児童に対し、具体的にはどのような配慮をされているのか。例え
ば、大人数の前での発言が苦手な児童には、少人数でのグループに
分けて話合いをもち、友達同士での発表をみたりするのも一つの工
夫だと考える。

3

3.5

教員の授業力が期待されるところだと思う。一人一人の記述や発言を
見聞きし、よいと思うものはみんなで注目し、取り上げていくことはす
ばらしい。なぜ良いのか、どんなところが良いのかを考えることで、児
童が気づくことが大事である。

学校だけでなく家庭との連携が必要である。あいさつは人間関係の
始まり。児童にとってよい見本はあるのか。先生同士が気持ちのよい
挨拶はできているだろうか。挨拶は「しろ！」と言ってさせるものではな
く、自らするものである。

3

4

4

4

低学年では、挨拶と返事は定着しているが、学級外になるとできていない児童が多くいるため道徳
の授業等を通して継続した指導をしていく。
中・高学年では、教職員には挨拶ができるが、自らできなかったり、来校者への挨拶ができていな
い児童が見られる。学校では日ごろから挨拶の大切さを伝えていき、学校だけではなく家庭での実
践も必要であるため、保護者会で実情を話して啓蒙していく。

3

短縄週間中には、全校でカードを使用し具体的な目標を設定したことが、児童の意欲に
つながった。また、中学年では、夏休み中の課題として短縄の取り組みを行った。今後
は、児童の実態に合った目標をたてられるように助言していく。

本
校
の
特
色
②

本
校
の
特
色
①

「早寝早起き朝ごはん」点検の結果
等を使って、児童と保護者に対し
て生活習慣への啓発を工夫して行
う。

体力向上旬間の取組では、個人や
学級毎に目標数値を掲げて取り組
む。

健
や
か
な
体
の
育
成

読書への興味を高める取り組み
を、学期毎・学年毎に計画して実
施する。

縦割り活動、ボランティア活動、異
学年交流では目的を明示し事前指
導を丁寧に行い、成功体験を積ま
せる。

学年ごとに地域や保護者等との参
画型授業・出前授業等を計画的に
工夫して行う。

計画的に俳句作品の掲示や発信
を行い、コンクールの応募には全
児童が取り組む。 3

4

児童は、家庭の中、SNS、YouTube等様々な環境の中で過ごしている。学校
全体での情報共有はとても大切である。問題解決にスムーズに対応してほし
い。いじめを未然に防止するには、その気持ちのもっていき方をコントロール
できるようにしてほしい。（自己肯定感を高める、アンガーマネージメントなど）

今年度の時短運動会の実施は合理的で効率的な取り組みでよい判断だった
と思う。以前とは異なる現在の気候や環境、生活スタイルに合わせて行ったこ
とは評価できる。
短縄など、時期ごとに取り組む運動では、児童に意欲をもって目標を達成でき
るような助言を行っていることは良いことだと思う。

「早寝早起き朝ごはん」点検は何年も前から取り組んでいる。長期休
業明けに点検カードに取り組むことで、生活のリズムが整うきっかけ
にjなっている。基本的な生活習慣は家庭との連携がとれないと難し
い。引き続き継続してほしい。

三小のたてわり班活動、ボランティア活動、異学年交流の取り組みは
良い効果が生まれていると考える。高学年としてのリーダー的な立
場、中学年のリーダーになるための心構えの準備や低学年への配
慮、低学年の高学年に対する尊敬の心の育成など成果が大きい。さ
らに充実させてほしい。
三小の目指す学校像の一つ「地域の風が行き交う,開かれた学校」と
いう特色は実現できていると思う。学校全体で各学年ごとに計画的に
授業や授業以外の活動にうまく取り入れ、学校支援本部と連携しな
がら特色を生かしてほしい。

俳句については、清瀬では石田波郷俳句大会もあり、市内の学校で盛んに
なっっている。三小では、地域の老健施設と「俳句おたより便」の活動をしてい
るので、こちらも拡大していければと考えている。支援本部が展示先の開拓を
することも可能。俳句作りを通して季節を感じることはとても大切である。

三小の図書館は使いやすく雰囲気もあたたかい場所である。学期に
一度の中休みおはなし会、各クラスでの朝の読み聞かせ、年間100冊
の貸し出し目標を達成する児童もたくさんいることなど、本が身近な存
在になていると思う。

4

柱 具体的方策

豊
か
な
心
の
育
成

「挨拶と返事」が確実に身につくように、
学年・学級で工夫して取り組む。
児童会での取組を強化し、児童が自分
から挨拶できるよう意識の向上を図る。

どの子も学級に居場所があるよう
に、いじめ未然防止の取組を学年
毎に工夫して行う。

確
か
な
学
力
の
向
上

1時間の学習展開の中で全員が自
分の考えを表現する場面を作り、
全員参加の授業をつくる。

どの子もすすんで解決したくな
る課題づくりやグループ学習の
方法を工夫し、考えを広げたり
深めたりできる授業をつくる。


